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ワ
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瓶
以
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焼
酎
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リ
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の
小
ビ
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ブ
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製
の
菓
子
缶
、
ア
ル
ミ
鍋
、
金
物
、
電
気

製
品
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル 

本年度も津房地区公民館の清掃作業について

教育委員会から当協議会が受託し、実際作業を

女性ボランティア Gr.へお願いしています。 

外構部を含め年間７回以上の清掃を行う契約

条件で、先日の２月１２日も極寒にも拘わらず、 

メンバー５人が出役して館内外を清掃して頂き

ました。 

作業の量と差し上げる謝礼とが全く不釣り合

いで、ほぼボランティアの条件にも拘わらず、

永年に亘り担当願っています。 

感謝と敬服の意を込めご紹介させて頂きます。 

＊地区公民館清掃の受託事業＊ 

路線バスを利用できない集落向けの公共交通機関として、市営のコミュニティバス 

「ふれあい号」が週２回ずつ運行していますが、自宅からの遠近や運動能力に関係なく

最寄りのバス停まで歩いて行かねばならず、利用者、特に高齢者にとっては大きな負担

となっています。 

住民の高齢化が進む中、もう少し利便性の良い交通手段は提供できないものかと、

市・交通政策課と当協議会・専門委員会とで昨年２月から協議を重ねてきました。 

 その結果、１月下旬の市報などの配布に併せて全戸配布された案内パンフレットでご

紹介したとおり、あらかじめ電話で予約することで、利用者の自宅付近から指定した 

目的地まで実質１００円の利用料金で送迎してくれる ≪予約制乗合タクシー≫ が 

４月１日から６月末までの３か月間、 実証運行 されることになりました。 

   実証運行 ；本式な運行に先立って、実施効果や課題点を評価するために期間 

を定めて行う試験的な運行です。 

【 運行日・時間 】 

  ・４月～６月の 毎週 木曜日  行き  津房発  9：00 ごろ 

        帰り 安心院発 12：00 ごろ             

【 利用できる方 】 
・現コミュニティバス運行路線の沿線に在住する方 

・（大交）路線バスの沿線であっても、バス停まで経路が概ね５００メートル以上 

離れている方、障がい者手帳を有する方、その他、特に必要と認められる方 

ただし、事前に利用登録をしておく必要があります 

【 利用登録するには 】 

＊ 登録のための申請書と送付用封筒が市報などと一緒に１月末に全戸配布されて 

いますが、見つからない場合は 当協議会・事務局 ☏４８-２００１ 又は 

宇佐市・交通政策課 ☏２７-８２３９へ連絡下さればお届けします。 

    また、今回の実証運行についての案内パンフレットが見つからない場合も 

   同様に連絡を。 

＊ 申請締め切りは２月末となっていますが、多少の遅れは認められます。 
 

なお、今回の実証運行の日に合わせ、安心院支所を発着地として安心院中心部の主要

施設（病院、銀行、商業施設など）を巡る循環バスが運行します。 

この循環バスについては事前の登録や予約などは不要で、誰でも自由に、しかも今回

の実証運行の期間については無料で利用できます。 
 

★ 地区の高齢化が進むなか、利用しやすい公共交通機関の導入が熱望されています 

今回の実証運行を手始めに、より良い交通政策の検討に役立つデータが取れる 

よう、住民各位の積極的なご利用をお待ちします ★ 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

ご意見などお寄せ願います。 

 

≪ ≫   
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